
　安政南海地震津波の襲来時に稲むらに火を放って村びとを避難誘導し多くの命を救ったと云
う濱口梧陵伝説の地を始めて訪問した．この逸話は小泉八雲の “A Living God” から中井常蔵
の“稲むらの火(昭和９年文部省教材公募に応募し入選)”へと引き継がれ，最近でも恰好の防災

教材として評価されている．それ以上に梧陵が評価されてよいのは，津波襲来後の被災民救済
と復旧に尽力し，巨額の私財を投じて村を津波から防御するための堤防(高さ5m, 長さ600m)を
築いたことであろう．この工事に村びとを雇用することによって広村は奇跡的な復興を遂げ，
その後，昭和21年の南海地震の際には津波による被害を最小限に止めることに成功している．

濱口梧陵記念館濱口梧陵記念館
　木造建築としても優れた旧濱口邸がその
まま記念館として利用されており，濱口梧
陵という一人の偉人のための歴史資料館と
なっている．

津波防災教育センター津波防災教育センター
　文字通り津波防災について学習するため
の施設となっている．3D映像で津波の脅威
を啓発するのは良いが3D効果を駆使し過ぎ
るのは悪趣味でもある．また教材の多くが
2004年のスマトラ地震津波の資料に依存し
ているのも問題で，もっと当地域の特色が
強調されても良いのではないかと思われた．

『稲むらの火の里』和歌山県有田郡広川町広～探訪～『稲むらの火の里』和歌山県有田郡広川町広～探訪～

濱口梧陵記念館(手前)と津波防災教育センター(奥)



内閣府防災担当平成16年監修による紙芝居
『津波だ！いなむらの火を消すな』より．
画は藤本四郎氏による． すすき(籾を取り除いた後の藁の堆積物)

浜口梧陵伝 www.sam.hi-ho.ne.jp/aiiku
による．

稲稲むらむら((刈り取った稲を積み重ねたもの刈り取った稲を積み重ねたもの))に火をつけたのは本当か？に火をつけたのは本当か？

地震が発生した12月下旬に稲むらがまだ存在していただろうか？
無理して美談にしなくても，浜口梧陵の取った対応は評価されるべきであろう．



理科年表の記述によると理科年表の記述によると





和歌山県広川町の津波に対する防災対策和歌山県広川町の津波に対する防災対策

津波防止ゲート 津波防止ゲート 浜口梧陵の津波防止堤


